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黒
羽
山
の
会

今
回
の
山
行
は
東
北
で
一

番
の
高
さ
を
誇
る
、
紅
葉
が

美
し
い
鳥
海
山
で
す
。
九
月

二
十
九
日
（
土
）
大
き
な
荷

物
を
手
に
登
頂
を
願
い
康
栄

観
光
Ｐ
に
集
合
。
海
津
会
長

の
挨
拶
後
バ
ス
に
乗
り
い
ざ

秋
田
県
へ
。
那
須
Ｉ
Ｃ
か
ら

高
速
に
乗
り
ま
ず
は
山
形
県

へ
。
車
窓
か
ら
の
田
園
風
景

に
猛
暑
の
夏
を
忘
れ
る
よ
う

で
す
。
特
産
の
サ
ク
ラ
ン
ボ

の
木
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見

ら
れ
来
春
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩

り
を
誘
っ
て
い
る
様
で
す
。

途
中
道
の
駅
村
山
に
て
昼

食
で
す
。
バ
イ
キ
ン
グ
あ
り

蕎
麦
定
食
と
明
日
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
ろ
う
と
食
欲
旺
盛

で
し
た
。
早
速
お
土
産
を
買
わ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
で
は
ミ

ニ
サ
ロ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
山
男
、
修
学
旅
行
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん

で
い
る
か
の
様
な
山
ガ
ー
ル
達
も
バ
ス
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
今

回
幹
事
の
伊
藤
さ
ん
が
準
備
し
て
下
さ
っ
た
ビ
デ
オ
に
見
入
っ
て
い
る
と

バ
ス
は
早
く
も
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
（
山
鉾
・
屋
台
行
事
）
の

新
庄
を
通
過
し
秋
田
県
へ
。

鳥
海
山
が
見
え
て
来
ま

し
た
。
群
青
色
の
山
肌
が
私

達
を
呼
ん
で
い
ま
。
山
頂
が

間
近
に
見
え
て
鳥
海
荘
に

到
着
。
温
泉
に
入
り
夕
食
後

は
明
日
の
山
行
に
備
え
て

早
め
に
布
団
に
入
る
。
何
故

か
台
風
二
十
四
号
が
気
に

懸
か
る
。

九
月
三
十
日
（
日
）
ス
マ
ホ
に

設
置
の
目
覚
ま
し
音
と
雨
の
音

で
起
床
で
す
。
朝
食
後
の
大
会

議
の
結
果
登
山
は
中
止
。
台
風

に
は
勝
て
ま
せ
ん
。

祓
川
湿
原
を
散
策
し
少
し
だ

け
登
っ
た
気
分
。
次
回
の
登
頂

を
約
束
し
て
山
を
後
に
し
ま
し

た
。
日
本
海
に
飛
島
が
見
え
ま

す
。
道
の
駅
ふ
ら
っ
と
か
ら
酒

田
を
通
り
鶴
岡
へ
。
ク
ラ
ゲ
の

水
族
館
で
は
世
界
一
の
加
茂
水
族
館
に
て
ク
ラ
ゲ
の
展
示
を
見
学
し
ま
し

祓川登山口にて  本当はここからスタートするはず

バスの旅も楽しや

後ろに見えるは 鳥海山！
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た
。
種
類
が
多
く
常
時
３
０
～
４
０
種
類
が
展

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ギ
ネ
ス
に
登
録
さ

れ
た
世
界
一
の
ク
ラ
ゲ
に
し
ば
し
瞑
想
の
世

界
へ
！
オ
ッ
ト
セ
イ
と
ア
シ
カ
の
シ
ョ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。
途
中
庄
内
物
産
館
へ
立
ち
寄

り
食
事
と
お
土
産
を
買
い
高
速
に
て
一
路
黒

羽
へ
。

今
回
登
山
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
別

な
楽
し
み
方
が
で
き
た
様
に
想
わ
れ
ま
し
た
。

幹
事
の
皆
様
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
久
松

敏
子
記
）

紅葉は真っ盛りの様ですが 今回はお預けです

加茂水族館の前で

クラゲで有名らしい

アシカのショーまで見てきました

やはり登りたかったのですが・・・

〇と き ９月２９（土）３０（日）

○ところ 鳥海岳（△）2,236ｍ

○てんき 曇り時々雨

○おあし 23,000 円

○あ し 康栄観光

○おあじ 各自

〇参加者 海津(CL)、薄井・斎藤(SL)、久松(記録・

  報告)、伊藤文・秀(会計)、荒木(撮影)、大金、

大沼、大野、鐘ヶ江、佐藤、古林、藤田、頼高
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決算報告書   会計 伊藤（文）、（秀）

収入

  会費 23,000 円×１５人＝345,000 円

支出

  バス代          199,800

   運転手 心付け      2,000

   朝 送迎費 1,000×15＝ 15,000

   宿泊費   6,740×15＝ 101,100

   ビール代   560× 5 ＝  2,800  

   昼食代    230×15＝  3,450

   水族館入館料 900×15＝ 13,500

コピー代    80×15＝  1,200

返却     410×15＝  6,150 

                               345,000

コースタイム

9/29（土）康栄観光Ｐ＝那須ＩＣ＝山形北ＩＣ＝道の駅（村山）＝鳥海荘（泊）

     8:20         11：50     12：50    15：20               

9/30（日）鳥海荘＝祓川湿原＝加茂水族館＝庄内物産館==鶴岡ＩＣ＝康栄観光

   7:15 7:40 10:45    12:20    13:45 18：00


